
4267

N
A
O
税
理
士
法
人

編 集 発 行 人
代 表 社 員
髙 井 直 樹
〒500-8335
岐阜市三歳町4−2−10
TEL	 058（253）5411㈹
FAX	 058（253）6957

NAO
Letter

9 2018（平成30年）

　７月から契約書や領収書などに貼付等する「収入印紙」の形式
が改正されています。これは、偽造事件が後を絶たないことから
偽造印紙の流通を防止するためで、31種類ある券種のうち200円
以上の19券種について、見る角度で模様が現れる技術等が取り入
れられ、全ての券種に特殊発光インキが使用されています。

収入印紙の形式改正

9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER

17日 ・ 敬老の日
 23日 ・ 秋分の日
 24日 ・ 振替休日
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国　税／ 8月分源泉所得税の納付 
 9月10日

国　税／ 7月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 10月1日

国　税／ 1月決算法人の中間申告 
 10月1日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 10月1日

彼岸花
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生
産
性
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ

ｉ
ｔ
ｙ
）
と
は
、
投
入
量
と
産
出
量

の
比
率
を
い
い
ま
す
。
投
入
量
に
対

し
て
産
出
量
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど

生
産
性
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
従
業
員
の
一
人
ひ
と
り
、

機
械
な
ど
の
設
備
を
投
入
し
て
、
ど

れ
だ
け
効
率
よ
く
産
出
（
利
益
）
を

上
げ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般

的
に
、
企
業
経
営
の
三
要
素
は
「
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
、生
産
性
分
析
と
は
、

売
上
や
利
益
を
上
げ
る
た
め
に
、
ど

れ
く
ら
い
の
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」

の
投
資
が
必
要
で
あ
っ
た
か
を
分
析

す
る
指
標
で
す
。
つ
ま
り
、
投
資
し

た
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
と
い
っ

た
資
源
が
、
い
か
に
効
率
的
に
付
加

価
値
を
生
み
出
し
た
か
を
分
析
す
る

指
標
と
い
え
ま
す
。
よ
っ
て
、「
イ

ン
プ
ッ
ト
」
と
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

の
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

生
産
性
で
は
大
き
く
「
労
働
生
産

性
」
と
「
設
備
生
産
性
」
に
分
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
通
常
、
生
産
性

と
い
う
と
、
労
働
を
投
入
量
と
し
て

測
っ
た
生
産
性
で
あ
る
、
労
働
者
一

人
一
時
間
あ
た
り
の
生
産
性
＝
「
労

働
生
産
性
」
を
指
す
の
が
一
般
的
で

す
。
生
産
性
分
析
に
は
「
従
業
員
一

人
あ
た
り
」、「
機
械
、
設
備
一
単
位

あ
た
り
」、「
投
入
資
金
の
一
円
あ
た

り
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

労
働
生
産
性
の
分
析
で
あ
る
「
従
業

員
一
人
あ
た
り
」
で
使
用
す
る
計
算

式
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

生
産
性
分
析
と
は
、経
営
資
源（
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）
を
い
か
に
効
率

的
に
使
用
し
て
付
加
価
値
を
生
み
出

し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
付
加
価
値
と
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

　

付
加
価
値
と
は
、
企
業
が
生
産
に

よ
っ
て
生
み
出
し
た
価
値
を
指
し
ま

す
。
付
加
価
値
の
代
表
的
な
計
算
方

法
に
は
、「
控
除
法
」
と
「
加
算
法
」

が
あ
り
ま
す
。
計
算
式
に
は
、「
中

小
企
業
庁
方
式
」
や
「
日
銀
方
式
」

や
そ
れ
以
外
の
独
自
の
計
算
式
が
複

数
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
計
算
式
の

中
に
は
、
財
務
諸
表
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
金
額
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
中

で
も
代
表
的
な「
中
小
企
業
庁
方
式
」

と
「
日
銀
方
式
」
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。

・
中
小
企
業
庁
方
式

　

控
除
式
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

　

付
加
価
値
＝
売
上
高

－

外
部
購
入

価
値
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

外
部
購
入
価
値
に
は
、
材
料
費
、

購
入
部
品
費
、
運
送
費
、
外
注
加
工

費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
日
銀
方
式

　

加
算
式
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

　

付
加
価
値
＝
経
常
利
益
＋
人
件
費

＋
貸
借
料
＋
減
価
償
却
費
＋
金
融
費

用
＋
租
税
公
課
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
庁
方
式
で
は
、
付
加
価

値
は
売
上
高
か
ら
外
部
購
入
分
の
価

値
を
差
し
引
い
た
も
の
と
い
う
考
え

方
に
対
し
、
日
銀
方
式
で
は
、
付
加

価
値
は
製
造
過
程
で
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
一
般

的
に
は
、
簡
便
な
控
除
式
（
中
小
企

業
庁
方
式
）
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
し
、
一
般
的
に
よ
く

労 
働 

生 

産 

性 

分 

析
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言
わ
れ
る
粗
利
と
一
致
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
生
産
性
分
析
の
主
な

指
標
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
労
働
生
産
性

　
労
働
生
産
性
＝
会
社
全
体
の
付
加

価
値
／
従
業
員
数

　

労
働
生
産
性
と
は
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
生
ん
だ
付
加
価
値
を
求
め

る
指
標
で
す
。
会
社
経
営
は
、
経
営

者
や
従
業
員
が
、
魅
力
あ
る
製
品
や

商
品
を
作
り
だ
し
、
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
を
産
み
出
し
て
、
よ
り
高
い
付
加

価
値
を
産
み
出
す
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ラ
イ
バ
ル
会

社
と
の
優
位
性
を
表
す
こ
と
に
な
る

か
ら
で
す
。
労
働
生
産
性
の
指
標
は
、

も
ち
ろ
ん
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
よ
く
、

従
業
員
は
そ
れ
だ
け
効
率
よ
く
働
い

て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
労
働
生

産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
従
業

員
の
給
与
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
会

社
の
利
益
を
上
げ
る
た
め
に
も
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
前
記
算
式
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
労
働
生
産
性

を
上
げ
る
に
は
、
①
分
子
で
あ
る
付

加
価
値
を
上
げ
る
か
、
②
分
母
で
あ

る
従
業
員
を
減
ら
す
か
の
ど
ち
ら
か

で
す
。
し
か
し
、
従
業
員
を
減
ら
す

こ
と
は
容
易
に
は
い
か
ず
短
絡
的
で

す
。
長
い
目
で
み
て
企
業
基
盤
を
築

く
に
は
、
や
は
り
付
加
価
値
を
い
か

に
上
げ
ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ど
の
業
種
に
で

も
い
え
る
こ
と
で
す
。

⑵
　
労
働
分
配
率

　
労
働
分
配
率
＝
人
件
費
／
付
加
価

値
額

　

生
産
性
を
分
析
し
て
い
く
に
は
、

会
社
が
産
ん
だ
付
加
価
値
が
ど
こ
に

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
見

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
労
働
分
配
率

は
、
付
加
価
値
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け

人
件
費
に
分
配
さ
れ
た
か
を
分
析
し
、

付
加
価
値
に
対
す
る
人
件
費
の
割
合

を
示
す
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
控
除
法
で
付
加
価
値
を

計
算
し
た
金
額
が
一
、〇
〇
〇
万
円

で
人
件
費
が
五
〇
〇
万
円
だ
っ
た
場

合
に
は
付
加
価
値
の
う
ち
五
〇
％
を

人
件
費
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
比
率
が
低
い
ほ
ど
効

率
よ
く
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
言
え
ま
す
が
、
低
す
ぎ
る
の

も
問
題
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
適
正
な

数
値
が
よ
い
で
す
。
付
加
価
値
の
中

で
も
人
件
費
は
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
ま
す
が
、
そ
の
人
件
費
が
付
加

価
値
の
大
半
を
占
め
、
利
益
が
ほ
と

ん
ど
出
て
い
な
い
と
な
る
と
企
業
経

営
に
お
い
て
は
問
題
で
す
。

　

た
だ
最
近
で
は
と
か
く
人
件
費
は

固
定
費
で
あ
り
、
削
減
す
る
方
向
性

の
企
業
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も

や
は
り
削
減
だ
け
で
は
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
で
は
、

五
〇
～
六
〇
％
程
度
が
普
通
で
す
が
、

こ
の
数
値
が
大
き
す
ぎ
る
と
利
益
を

食
い
つ
ぶ
し
、
赤
字
に
転
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
で
労
働
集
約
型
の
業
種
の
企
業

で
は
、
も
う
少
し
高
い
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
。
同
業
他
社
と
の
比
較
を

す
る
こ
と
で
自
社
の
労
働
分
配
率
が

高
い
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
た
だ
し
、
労
働
分
配
率
が
高

い
企
業
、
す
な
わ
ち
付
加
価
値
に
占

め
る
人
件
費
率
の
割
合
が
高
い
企
業

に
は
、
何
か
し
ら
の
問
題
が
あ
る
と

考
え
る
方
が
妥
当
だ
と
も
い
え
ま
す
。

　

労
働
分
配
率
が
高
い
企
業

：

給
与

水
準
が
高
い
企
業
も
し
く
は
労
働
集

約
型
産
業

　

労
働
分
配
率
が
低
い
企
業

：

給
与

水
準
が
低
い
企
業
も
し
く
は
設
備
集

約
型
企
業

　

よ
っ
て
、
内
部
留
保
に
よ
る
資
本

蓄
積
が
可
能
な
範
囲
の
中
で
従
業
員

も
会
社
も
満
足
で
き
る
Ｗ
Ｉ
Ｎ

－

Ｗ

Ｉ
Ｎ
の
均
衡
点
を
い
か
に
見
出
す
か

が
重
要
で
す
。
努
力
目
標
と
し
て
は
、

労
働
分
配
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、

か
つ
賃
金
水
準
が
高
い
状
態
が
理
想

的
で
す
。

⑶
　
労
働
装
備
率

　
有
形
固
定
資
産
／
従
業
員
数

　

労
働
装
備
率
と
は
、
従
業
員
一
人

あ
た
り
が
ど
れ
く
ら
い
の
設
備
（
有

形
固
定
資
産
）
を
持
っ
て
い
る
か
を

計
算
す
る
こ
と
で
、
そ
の
会
社
の
技

術
水
準
、
設
備
投
資
の
状
態
を
示
す

指
標
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
、

有
形
固
定
資
産
に
は
、土
地
、建
物
、

機
械
装
置
な
ど
が
含
ま
れ
、
リ
ー
ス

設
備
は
入
れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
一
般
的
に
は
、
労
働
装
備
率

が
高
い
ほ
ど
、
生
産
効
率
が
よ
く
労

働
生
産
性
が
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
も
業
種
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
製
造
業
な
ど
は
大
き

な
設
備
投
資
が
必
要
で
す
し
数
値
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
設
備

集
約
型
の
企
業
に
お
い
て
は
、
こ
の

数
値
が
高
い
ほ
ど
機
械
化
・
装
置
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
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　「秋は夕暮れ。夕日のさして山の端いと
近うなりたるに、からすの寝どころへ行く
とて、三つ四つ、二つ三つなど飛び急ぐさ
へあはれなり。まいて雁などのつらねたる
が、いと小さく見ゆるは、いとをかし。日
入りはてて、風の音、虫のねなど、はたい
ふべきにあらず。」
　清少納言の「枕草子」の第一段、秋の一
節です。子どもの頃、国語の授業で一生懸
命覚えたものの、大人になってすっかり忘
れてしまった人もいるかと思いますが、久
しぶりに読んでみますと、独特のリズムの
良さもあってか、目が文字を追うごとに言
葉がどんどん思い出されると感じる人もい
るようです。
　大まかな意味としては、「秋は夕暮れが
よい。夕日が差して山の端に大変近くなっ
ている時に、からすが寝どころへ帰ろうと
して、三羽四羽、二羽三羽と飛び急ぐ様さ

えしみじみと心打たれる。ましてや雁など
が連なって飛んでいるのが小さく見えるの
は、大変趣がある。日が落ちて、風の音や
虫の音（ね）が聞こえてくるのは、言うま
でもなくよいものだ。」といったところで
しょうか。
　清少納言がこの作品を書いた千年前と現
在とでは、見える風景に違いはあるでしょ
うが、鳥の飛んで行く様、風の音、虫の鳴
く声などに心を寄せる心情は、現在の私た
ちと何ら変わりないのですね。
　今はゆっくり夕暮れ時に空を見上げるこ
とも少なくなりましたが、時には秋の穏や
かな空気の中、夕日を眺めたり、虫の鳴く
声に耳を傾けたりして、ゆったりと落ち着
いた時間を過ごすのはいかがでしょうか。
　また、昔読んだ古典を今もう一度読み返
せば、新たな共感や感動を覚えることがで
きるかもしれません。秋の夜長のおともに、
ぜひ。

秋は夕暮れ～「枕草子」

　華やかな美しさと優雅な香りで「花の女
王」とも言われる薔薇の花。
　春のシーズンは５～６月頃、春にのみ花
をつけるつる薔薇や繰り返し咲く立ち木の
薔薇など、多くの種類の薔薇が花を咲かせ
ます。また、春の暖かさで花にボリューム
があり、見ごたえがあるのもこの時季の薔
薇の特徴です。
　そして秋、立ち木の薔薇がまた美しく咲
くシーズンが10 ～ 11月頃。春に比べて
花は小さいのですが、その品種本来の色や
模様が鮮やかに現れ、深い香りを持つのが
特徴です。
　春はボリュームのある華やかな景色を楽
しみ、秋はひとつひとつの花の姿や香りを
楽しむなど、季節によって色々な愛で方が
できるのが薔薇の花です。
　あとひと月ほどで、秋のシーズンが到来
します。ぜひ、地域の薔薇園などで美しい
薔薇の花を楽しんで下さい。

秋の薔薇　
四
季
折
々
の
自
然
の
風
景
が
美
し

い
日
本
。
こ
こ
数
年
は
暑
さ
寒
さ
が

厳
し
く
、
春
と
秋
の
穏
や
か
な
季
節

が
だ
ん
だ
ん
短
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
も
感
じ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
徐
々

に
暑
さ
が
や
わ
ら
ぎ
、
実
り
の
秋
が

や
っ
て
来
ま
す
。

　
秋
の
恵
み
の
栗
や
芋
、
柿
な
ど
は

そ
の
ま
ま
頂
く
の
も
結
構
で
す
が
、

和
菓
子
に
し
て
頂
く
と
、
よ
り
趣
が

あ
り
、
季
節
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
ね
。

　
栗
き
ん
と
ん
や
栗
か
の
こ
、
芋
よ

う
か
ん
。
ま
た
、
紅
葉
や
お
月
見
の

う
さ
ぎ
を
か
た
ど
っ
た
生
菓
子
や
お

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
、
そ
の
種
類
は
実

に
豊
富
で
す
。

　
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
て
や
っ
て
来

る
豊
か
な
実
り
の
季
節
を
、
繊
細
な

仕
事
を
施
さ
れ
た
美
し
い
和
菓
子
と

と
も
に
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

季
節
の
和
菓
子


